「モバスイペンギン」（仮）渋谷に出没！ 
1. プロモーション概略

「モバイルSuica」のマスコットペンギンを渋谷に出没させ、話題性を呼ぶ。ゲーム的要素を取り入れることで、大学生を中心とする一般人参加型のプロモーションを行う。
　同時に当マスコットペンギン専用のＷｅｂサイトを設置し、現実との相乗効果を図る。
イメージ

2. プロモーション詳細

2.1. リアルプロモーション

モバスイペンギンが渋谷周辺を動き回る。

「モ」「バ」「ス」「イ」の4文字をつけたモバスイペンギンを2匹ずつ用意する。

また、1匹につき、1人のコンパニオンを付き添わせる。
各ペンギンには何かしらのＧＰＳ装置を所持しており、Ｗｅｂサイトにて各ペンギンの現在の位置が地図上で分かるようになっている。
4種類の文字のペンギンをカメラ付き携帯で撮影した人は、コンパニオンに
プロモーションイメージ
地図
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渋谷で、って書くだけじゃ駄目なのでやっぱ具体的に場所を示さないとね。
本部　Ｖｉｅｗカードの受付も

2.2. Ｗｅｂプロモーション

10月のプロモーション期間の前に本プロモーションの予告をし、あらかじめ話題を呼ぶ。期間中に使用する限定サイトのＵＲＬを掲示する。
プロモーション期間においては、モバスイペンギンの動向を知らせるＷｅｂサイトを設置する（携帯版）。
同時にモバイルＳｕｉｃａについて、その利便性が分かるようなコンテンツを掲載する。

サイトイメージ


[image: image2]
ただ、プロモーション限定サイトをってだけじゃ説得は薄いからちょっとしたイメージみたいのは必要（ちゃんとした企画書ならやっぱ？）。
2.3. プロモーションの目的

本プロモーションは目的として、特に“話題性”を掲げる。
もっと認知してもらう、大学生どうしの話題になってくれることを目指す。
そして次のステップとして、出来ればその利便性も知ってもらう。

2.4. モバイルＳｕｉｃａ加入への障害点

大きく分けて３つの障害点があると考えられる。

1 携帯の機種の未対応

2 Ｖｉｅｗカードの非保持

3 興味の不在・セキュリティの不安

このうち、①機種の未対応に関しては時間が解決する問題であり、本プロモーションにおいては考えない。②もしくは③に対する

壁は高い。

この辺りも検討

2.5. 解決策としてのプロモーション

ポジショニングなど
こういう類のプロモーション
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2.6. 本プロモーションの特徴
コンタクトポイント（このキーワードはおそらく必須）は

プロモーション期間中とＷｅｂサイト

3. スケジュール

典型的な一日のプロモーションタイムテーブルを作成

	時刻
	場所
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


4. 必要な設備・リソース

別紙、“予算シート”に記載
5. 検討項目・課題
· 渋谷だけで1週間もやる必要はあるか？

· マスコット人形の開発など
もっと挙げる。
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